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DXと六次産業化による関係人口創出
オンラインとリアルで継続的に地域に関わるファンコミュニティの構築
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勉強会の目的
本事業で実施するウェルネスイベントの核コンテンツであるプロジェクションマッピング。中島の小学
生にタブレットでこれを作成する方法を伝える。地域をテーマにした作品を制作し、参加者に地域の
良さを再発見してもらい、その魅力を発信する機会の体験を目的とした。

勉強会の当初の
ゴール想定と結果

「ICT×アート」のプロジェクションマッピングの投影。地域の魅力を発信する手法と機械を体験する
こと。

参加者 中島小学校の児童

協議アジェンダ 学校ICTを活用したプロジェクションマッピング紹介、及びiPad Keynote基本操作及びアニメーショ
ン作成、プロジェクションマッピングのテーマ・ストーリー検討、制作、試写、本番投影など。

協議による実装推進上の
重要な決定事項/示唆

プロジェクションマッピングやICTといった新たな技術への興味喚起、作業の流れや注目するポイン
ト、目的、実施手法などを明確にしながら進めた。

その他補足事項など
（開催頻度、規模など） 初回から本番投影まで、合計8回開催した。

目指す「実装成果」の定義
本事業で実施したのは、魅力を発信するコンテンツの作り方をともにアウトプットを作り上げながら学
ぶ、伴走型の勉強会である。アウトプット・プロジェクションマッピング投影を見据え、組み立て方から
製作の一連の流れを体験し面白さを実感、自ら発信もできる状況を作る。

データに基づく
協議ポイントの整理 合計8回の勉強会実施により、計画していた本番投影ができたかどうか。

主なデータ項目 制作が楽しかったか、難しいと感じたか、またプロジェクションマッピングをやりたいと思ったか。

ガイドライン
（含む具体例）

企画から制作、投影まで手順や着目点を明確にして進める。
●プロジェクションマッピング紹介及びiPad Keynote基本操作及び簡単アニメーション作成
●iPad Keynoteアニメーション作成(応用)+ 黒板試写
●プロジェクションマッピングテーマ検討*中島の魅力について
●冬休み 宿題 投影テーマ及びストーリーを考える
●投影ストーリー及び構成を検討・決定
●制作フォロー/質問・相談会1
●試写前の最終打合せ
●試写*オンライン立会い・助言
●制作映像試写(関係者限定)
●本番投影 卒業生を送る会で投影実施

「実装成果」実現に向けた
示唆/考察

手法の学びと面白さの実感により、また取り組みたいと思ってもらうこと。何度か経験することで、自ら
での取り組みへのハードルが下がると考えられるため、実施する機会の創出や提案が必要。

勉強会の実施概要 デジタル実装協議フォーマット


